
収穫の秋！町内の道路を通るたびに見かける光景

畑のあちこちに「ニオ」が積み上げられている。

「ニオ」とは、柳の木などで組み立てられた三脚に刈り取られた

小豆や大豆を積み上げ、乾燥させる昔ながらの技法。

これを人の手によって行っている。

農村地帯に広がる大地に豆が積み上げられ、青いテントが

かけられたこの光景に心和むのは私だけでしょうか。

このマチに

生きてふるさと

新　時　代

苫前商業高校３年　本間千陽くん

発行／北海道苫前町　　編集／企画振興課広報広聴係

標語 僕たちが　加速する過疎化　食い止める

2003／11
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苫
前
町
内
で
最
も
歴
史
が
古
く
、
星
霜
百
二
十
年
の
輝
か
し
い

伝
統
を
誇
る
町
立
苫
前
小
学
校
（
瀧
畠
英
勝
校
長
・
児
童
数
九
十

名
）
で
、
十
月
十
九
日
に
苫
前
小
学
校
開
校
百
二
十
周
年
記
念
祝

賀
協
賛
会
（
会
長
＝
坂
川
黙
音
）
主
催
に
よ
り
「
記
念
式
典
」（
同

体
育
館
）
並
び
に
「
祝
賀
会
」（
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と
）
が
盛

大
に
挙
行
さ
れ
た
。

明治９年開拓支庁の令によって札幌病院苫前出張所医
師として派遣された村山健造氏が付近の子弟を自宅に集
め、読み書き、算術の私塾を奉仕的に始め、明治16年５
月これら子弟のほか学齢児童を就学させ「苫前小学校」
と公称し、小学初等科の授業を始めた。
当時は児童数25名で、戸沢儀八氏の稲荷堂（三豊）を

仮校舎としての授業であったが、明治20年４月１日北海
道庁令「小学簡易科教則」により修業年限３ヵ年の簡易
小学校に指定を受け、明治24年７月18日初代校長高田不
二夫氏が着任し、翌年３月苫前村20番地に新校舎を落成。
明治28年には、「苫前尋常小学校」に改称、同30年12月
に修業年限２ヵ年の高等科を併置し『苫前尋常高等小学
校」と改称、更に同33年高等科の修業年限を４ヵ年に延
長が認められた。

明治35年には官地の無償付与を受け苫前山の上に校舎
移転改築、この年押白志（豊浦）分教場が設置された。
しかし、大正８年３月21日卒業式の予行練習中、北側

校舎より火災が発生し、校舎は全焼。このため、全校児
童生徒を３ヶ所に移して不便な授業を開始したが、翌年
には新築された。
戦後の昭和期に入り、学校教育法が制定され「苫前小

学校」となり、高等科は廃止され、昭和25年10月校舎を
現在の位置に移し、29年９月屋体の竣工により新校舎が
完成した。
その後、昭和40年から特殊学級を新設し特殊児童教育

が始められ、翌年豊浦小と長島小の一部を統合している。
同43年12月より学校給食が開始され、更に同46年に上
平小の統合をみて、昭和48年現在の新校舎を落成した。
そして、今日まで、有能な人材を世に送り出すこと統合
校含め８，９２２人にものぼり、輝く伝統を築いている。

苫
前
町
に
お
け
る
教
育
の
起
源

は
、
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
明
治
九
年
、

開
拓
の
波
間
に
教
育
の
灯
が
と
も

さ
れ
、
培
わ
れ
た
高
い
理
想
の
も

と
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）

苫
前
小
学
校
が
誕
生
し
た
。
歴
史

的
に
も
道
北
地
方
で
は
数
少
な
い

由
緒
あ
る
小
学
校
に
児
童
、
父
母
、

同
窓
生
ら
約
百
五
十
人
が
集
い
、

節
目
の
百
二
十
周
年
を
祝
っ
た
。

こ
の
日
は
午
前
十
時
か
ら
同
小
体

育
館
に
お
い
て
式
典
が
行
わ
れ
、
瀧

畠
校
長
が
「
営
々
と
し
て
築
き
上
げ

て
き
た
自
主
創
造
の
開
拓
精
神
と
、

こ
れ
か
ら
社
会
の
中
で
「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
に
、
教
育
を
取
り
巻
く

今
日
的
課
題
を
的
確
に
受
け
止
め
知

・
徳
・
体
の
調
和
を
図
る
教
育
を
進

め
て
い
き
ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら

れ
、
森
町
長
や
岡
田
教
育
委
員
長
、

坂
川
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
の
祝
辞
に
こ
た

え
、
英
会
話
（
一
年
）、
未
来
の
苫
前

町
（
二
年
）、
寸
劇
昔
と
今
（
三
年
）

手
話
う
た
（
四
年
）、
群
読
（
五
年
）

器
楽
演
奏
（
六
年
）
の
児
童
発
表
を

行
っ
た
後
、「
学
校
が
生
ま
れ
た
百
二

十
年
前
。
海
に
臨
む
小
さ
な
学
校
。

大
人
た
ち
は
考
え
た
、
子
ど
も
の
幸

せ
。
強
い
風
に
耐
え
る
強
い
か
ら
だ
。

励
ま
し
合
う
優
し
い
心
。
私
た
ち
は

受
け
継
い
だ
。
こ
の
二
つ
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
す
。」と
全
校
児
童
が
力
強
く
、
謝

辞
を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
歴
代
の
校
長
や

教
頭
、
永
年
勤
続
教
職
員
（
５
年
以

上
）、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
特
別
寄
附

者
（
留
萌
信
用
金
庫
浅
井
浩
理
事
長
）

に
対
し
感
謝
状
及
び
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。

１２０周年を迎える苫前小学校校舎

式辞を述べる瀧畠校長

各学年の児童発表を終え謝辞を述べる全校児童
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十
月
十
七
日
苫
前
町
公
民
館
に
お

い
て
留
萌
管
内
民
生
委
員
児
童
委
員

ら
一
○
八
名
が
参
集
し
、「
こ
れ
か
ら

の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
に
つ
い

て
」
の
講
義
を
受
け
た
後
、
各
分
散

会
に
分
か
れ
、
相
談
や
面
接
の
実
践

方
法
や
各
地
域
で
の
活
動
事
例
な
ど

を
発
表
し
、
青
少
年
の
取
り
巻
く
悪

環
境
か
ら
守
り
、
非
行
防
止
や
子
育

て
支
援
策
に
つ
い
て
、
討
議
が
な
さ

れ
今
後
の
民
生
委
員
活
動
に
つ
い
て

研
修
を
深
め
て
い
た
。

講
義
で
は
、
日
本
福
祉
学
院
教
員

で
あ
る
岡
部
和
夫
氏
か
ら
「
民
生
委

員
活
動
は
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

し
て
住
民
の
立
場
に
立
ち
、
自
立
生

活
を
支
援
す
る
権
利
擁
護
活
動
を
も

と
に『
気
づ
き
愛
、
結
び
愛
』で
ケ
ア

を
ま
ち
い
っ
ぱ
い
に
し
て
ほ
し
い
。」

と
提
言
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
、
事
例
発
表
で
は
留
萌
市
に

お
け
る
「
朝
の
ふ
れ
あ
い
あ
い
さ
つ

運
動
」
や
、
羽
幌
町
で
の
「
声
か
け

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
運
動
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
真
剣
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
町
内
で
は
、

各
地
域
に
十
八
名
の
民
生
委
員
児
童

委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
（
会
長
関

武
氏
）
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
日
夜
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
奮
闘
し
て
い
る
。

１０月２０日町公民館和室において、舞台鑑賞企画委
員会主催により『とままえ寄席』が開催され、参加者は
本場上方落語を堪能した。落語家は、笑福亭仁鶴を師事
にもつ笑福亭仁智さん（上方落語協会理事）。「落語は言

葉を聞き、想像しな
がら楽しむもの。」
と解りやすく、軽快
な大阪弁で小話など
を展開し創作落語
「蓮如上人」を披露。
会場は常に笑いと拍
手で盛り上がってい
た。また、公演に先
駆けて特老苫前幸寿
園でも行われ、入所
者の高齢者も大喜び
であった。

高校や大学、専門学校などに入学、在学されるお子様
の保護者の方で、世帯の年収が９９０万円（事業所得者
は７７０万円）以内の方は、国民生活金融公庫の『国の
教育ローン』をご利用いただけます。
◆ご融資限度額　２００万円　◆返済期間　１０年以内
詳しくは、国民生活金融公庫旭川支店（�０１６６－
２３－５２４１融資相談係）までご相談ください。



★登山の帰り見学させていた
だきました。今は安全？感謝
し尊敬しています。保持よろ
しくお願いします。賽銭箱
（募金箱）を設置してください。その他はお断りして
ほしいと思います。

14.8.31 千歳市富丘　男性
★主人が１度行ってみたいと言い、やってきました。
このままず～っと保存してください。

14.9.11 元古丹別住人　女性
★帯広から来ました。何ともいえない雰囲気！！今に
も熊が出てきそうで怖い！！

14.9.13 蘭越町　男性
★北海道開拓者の苦労を思い胸が打たれました。

14.9.19 大阪府　男性
（イメージアップ苫前推進協議会）

～感想記帳拾い読み～
その六（最終部）
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出
前
講
座
に
よ
り
十
月
六
日
九
重

寿
の
家
で
、
九
重
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

二
十
名
が
交
通
安
全
と
悪
質
商
法
の

手
口
な
ど
対
処
方
法
を
学
ん
だ
。

講
座
は
、
古
丹
別
駐
在
所
木
村
部

長
夫
妻
に
よ
る
腹
話
術
で
の
「
交
通

事
故
防
止
」や
消
費
行
政
担
当
者（
企

画
振
興
課
商
工
観
光
係
）か
ら
の「
本

町
に
お
け
る
悪
質
商
法
の
実
態
」
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
特
に
高
齢
者

を
狙
う
悪
質
商
法
は
、「
勇
気
を
も
っ

て
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。」と
呼

び
か
け
て
い
た
。

キ
ャ
リ
ア
50
年
近
く
に
な
る
山
菜
取

り
名
人
大
川
桃
義
さ
ん
（
60
歳
）
＝
古

丹
別
・
会
社
社
長
＝
が
９
月
30
日
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
三
渓
の
山
奥
で
巨
大
舞

茸
を
４
株
発
見
。
大
き
な
舞
茸
は
、
根

元
か
ら
傘
先
ま
で
35
ｃ
ｍ
の
重
さ
６
ｋ

ｇ
に
も
な
り
、
大
川
さ
ん
も
驚
き
の
表

情
。「
こ
れ
ま
で
見
事
に
大
き
い
の
は
珍

し
い
。」と
興
奮
覚
め
や
ら
ぬ
様
子
で
語

っ
て
く
れ
た
。
食
べ
方
は
、「
炊
込
み
ご

飯
や
す
き
や
き
、
天
ぷ
ら
な
ど
色
々
あ

る
が
、
煮
し
め
が
最
高
。
し
ゃ
き
し
ゃ

き
し
た
歯
ご
た
え
は
市
販
の
も
の
と
は

別
格
」
と
話
す
。

ま
た
、
舞
茸
の
名
の
由
来
は
、「
あ
ま

り
の
お
い
し
さ
に
驚
き
、
踊
っ
て
し
ま

う
。」と
い
う
話
が
あ
る
そ
う
だ
。
山
菜

取
り
は
、
熊
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
た

め
要
注
意
を
！

出
前
講
座
は
、
行
政
の
内
容
や
仕

組
み
な
ど
担
当
職
員
が
出
向
い
て
説

明
を
行
う
も
の
で
、
５
名
以
上
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で
も
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
る
。
詳
し
く
は
企
画
振
興
課
広

報
広
聴
係
ま
で

１０月１１日「きらりコンポスト（生ゴミ堆肥）」が先
着２２０世帯に４４０袋無料配布され、多くの町民がゴ
ミ分別によるリサイクルの恩恵を受けていた。
この堆肥は、生ゴミの排出量に応じて中部３町村に配
分されたもので、今後も生ゴミの堆肥化に応じて年１～
２回程度は無料配布される予定。また、この堆肥は生ゴ
ミから作られているため、若干塩分濃度が高く、多量に
使用するには注意が必要とのこと。

あなたの家庭は安全ですか！

きらりコンポストを受け取る人々

腹話術で交通安全と防犯を呼びかける木村部長夫妻

１０月１７日町防犯協会では、羽幌警察署の協力を得て、
全国地域安全・暴力追放運動推進期間（１０月１１日から
２０日）に併せて、一般家庭の防犯診断と自動車盗犯防止
啓発を実施した。
「安心して暮らせるまちづくり」を合言葉に警察署員と
防犯協力連絡責任者が２班に分かれ、古丹別市街地の古丹
別西３条線から道道苫前小平線までの住宅を一戸ずつ訪問。

診断結果は、訪
問世帯６１件中６
件が不在宅不施錠
であり、啓蒙物品
とあわせて注意を
促していた。
あなたの自宅は
大丈夫ですか？
安全確認を！

あなたの家庭は安全ですか！
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９

１０月１７日旭親老人クラブ（字旭）の協力の

もと旭地区脳刺激訓練教室において、三毛別羆事

件現地をモチーフに『ちぎり絵』を作成。作業に

は、同クラブ会員１０名が参加し、下絵作りから

色紙を細かく手でちぎり、一つ一つ張り合わせて

いき、完成までに３日間を要していた。参加者は

「色紙を小さくちぎり、張り合わせていくのが大

変だった。」とこれまでの作業を振り返っていた。

この作品は、

公民館フェス

ティバル展示

部門で一般公

開された後、

旭克雪管理セ

ンターにおい

て展示され

る。

九重老人クラブ

『白葉会』

北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
創

立
四
十
周
年
記
念
事
業
に
よ
る
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
九
重
白
葉

会
が
表
彰
を
受
け
た
。

同
会
は
、
地
域
に
お
け
る
六
十

五
歳
以
上
の
加
入
率
百
パ
ー
セ
ン

ト
と
地
域
に
定
着
し
、
生
き
が
い

活
動
・
介
護
予
防
活
動
等
を
通
じ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
健
康
活
動

を
実
践
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
。
会
長
の
早
川

利
一
さ
ん
は
「
今
後
も
会
員
み
ん

な
で
楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
。」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

消
防
・
危
険
物
安
全
協
会
車
両

防

火

ク

ラ

ブ

会

員

防
火
パ
レ
ー
ド
実
施

北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支
署
（
川
森

光
治
支
署
長
）
と
同
古
丹
別
支
署
（
伊

藤
優
樹
支
署
長
）
で
は
、
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
中
（
十
月
十
五
日
か
ら
三

十
一
日
）
に
「
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎

へ
　
災
い
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
民

の
生
命
と
財
産
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に

と
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
た
。

運
動
は
期
間
初
日
の
十
五
日
に
、
苫

前
・
古
丹
別
両
地
区
に
お
い
て
、
消
防

及
び
危
険
物
安
全
協
会
車
両
約
二
十
台

が
車
両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
苫
前
町
農

協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
や
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
（
苫
前
保
育
園
児
）
の
会
員
が
消
防

職
員
と
と
も
に
、
十
五
日
古
丹
別
地
区

で
街
頭
Ｐ
Ｒ
、
十
七
日
苫
前
地
区
で
街

頭
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
啓
蒙
物
品
を

配
布
す
る
な
ど
「
火
事
は
出
さ
な
い
出

さ
せ
な
い
。」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
運

動
期
間
中
は
、
各
家
庭
で
の
住
宅
防
火

診
断
も
行
わ
れ
て
い
た
。

１０月１６日に
苫前保育園では、
秋の火災予防運動
に併せて避難訓練
が行われ、園児は
口を手で押さえな
がら避難体験。

上 古丹別地区消防車両パレード
左 農協婦人防火クラブ街頭ＰＲ

住 民 み ん な で
防 火 の 輪

また、職員の消化訓
練も行われ、窓から消
化訓練を見守る園児
は、火の恐ろしさを目
のあたりにしていた。

街頭パレードを行う苫前保育園幼年消防クラブ

苫前保育園避難訓練
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１０月５日第５７回古丹別中学校文化祭を開催し、生徒全員によ
る和太鼓演奏が披露され、大小の太鼓２５台による迫力ある演奏で
訪れた観衆を魅了した。
同校では、「継続し練り上げ、伝統となるものは！」と、生徒全員
による和太鼓演奏を選定。豊饒太鼓保存会の協力のもと、１０時間
程度の練習をこなした。リード担当の後藤淳くんは、「心を一つに今
までで一番いい演奏ができた。」と大喜び。新たな、伝統が始まる！

十
月
十
三
日
「
体
育
の
日
」
に
あ

わ
せ
て
、
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
町
民
体
力
テ
ス
ト
会
（
午

前
）
と
ス
ポ
ー
ツ
の
で
み
せ
（
午
後
）

が
行
わ
れ
、
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
高
齢
者
、
一

般
参
加
者
含
め
約
八
十
名
が
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
ん
だ
。

町
民
体
力
テ
ス
ト
会
は
、
握
力
や

上
体
起
こ
し
、
反
復
横
と
び
、
立
ち

幅
跳
び
な
ど
各
年
齢
階
層
別
の
種
目

で
得
点
を
測
定
し
、
個
々
の
体
力
年

齢
を
算
出
す
る
。（
少
年
団
員
は
、
総

合
得
点
に
よ
る
判
定
級
）

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
「
で
み
せ

・

・

・

」

で
は
、
雨
天
の
た
め
野
球
場
で
の
マ

シ
ー
ン
に
よ
る
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
ミ
ニ
バ
レ

ー
や
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か

ゲ
ー
ト
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ス
ポ
ン
ジ
テ

ニ
ス
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
聞
き
な
れ
な

い
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
め
る
と
あ
っ

て
、
親
子
で
の
参
加
者
も
お
り
、
体

育
の
日
を
満
喫
し
て
い
た
。

一
日
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

図
書
と
ふ
れ
あ
う

親子・園児十
月
三
十
日
町
公
民
館
図
書
館
に
お

い
て
北
海
道
立
図
書
館
共
催
に
よ
り

「
一
日
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
親
子
連
れ
や
保
育
所
園
児

ら
二
百
五
十
名
が
「
読
み
聞
か
せ
」
や

「
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」、「
工
作
」
な
ど

楽
し
ん
だ
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

日
頃
の
生
活
の
中
で
も
っ
と
図
書
を
親

し
み
楽
し
く
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
「
布
の

絵
本
」
や
「
な
つ
か
し
！
マ
ン
ガ
大

集
合
」、
幼
年
児
が
描
い
た
「
絵
」
な
ど

を
展
示
し
、
料
理
や
住
ま
い
の
雑
誌
が

リ
サ
イ
ク
ル
と
し
て
無
料
配
布
。
道
立

図
書
館
の
協
力
に
よ
り
「
親
子
で
楽
し

む
読
み
聞
か
せ
」
や
「
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
親
子
や
園
児
な

ど
が
楽
し
く
聞
き
入
っ
て
い
た
。

図
書
室
か
ら
の
募
集
に
よ
り
図
書
室

サ
ー
ポ
ー
タ
ー
四
名
が
展
示
コ
ー
ナ
ー

を
協
力
。
今
後
も
図
書
活
動
を
支
援
し

て
く
れ
る
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
森
ま
ゆ
子

さ
ん
は
、「
子
供
と
一
緒
に
図
書
と
触
れ

合
え
、
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
も
交
流

が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で
す
。」

と
答
え
て
く
れ
た
。
図
書
室
で
は
、
今

後
も
図
書
活
動
を
支
援
し
て
く
れ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
の
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
是

非
ご
協
力
を
！

図
書
室
司
書
の
服
部
千
春
さ
ん
は

「
最
近
、
読
書
す
る
時
間
が
減
っ
て
き

て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
で
て
い
ま
す

が
、
読
書
は
字
を
覚
え
、
想
像
力
を
豊

か
に
し
知
識
を
増
や
す
も
の
で
、
小
さ

な
時
か
ら
図
書
に
親
し
む
こ
と
が
大
切

で
、
是
非
図
書
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
ネ
。」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。

１０月２５日（土）町スポーツセンタ
ーにおいて室内ミニサッカー大会が開催
され、町内小中学生７チーム４０名が参
加し、熱戦を繰り広げていた。
大会は５人制の各チーム総当りで行わ
れ、ゴールを目指し激しいボールの奪い
合いが見られるなど大人顔負けの運動量
で競い合っていた。

読み聞かせを楽しむ親子たち

準備を進めるサポーター
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お問い合せ･ご相談は
～ あ な た の 生 涯 学 習 、 応 援 し ま す ～

苫前町公民館 ……………… 電話５－４０７６
苫前町スポーツセンター … 電話５－４５１５

平成１５年度『苫前町成人式』を平成１６年１月１１日（日）
に苫前町公民館において開催する予定となっております。
今年度の成人対象者は、昭和５８年４月２日から昭和５９年
４月１日生まれの方となっておりますので、下記名簿にお名前
の漏れのある方、または、苫前町での成人式に出席を希望され
る方は、お手数ですが１２月１０日までに町公民館（�５－４
０７６）まで申し出ください。

（本人氏名：敬称略）
▼力　昼　　春国聡美
▼上　平　　野崎　亨
▼　港　　　小西隆一
▼苫　前　　伊藤　綾、伊藤恒平、宇佐美明香、

大川　瞬、太田由香、大矢根愛、
葛西大樹、古林佑介、瀬川隼人、
牧野一幾、山田直人　　

昨年の成人式から

１月１１日開催

▼　旭　　　奥泉志穂、尾崎　亘、鳥羽剛史
▼香　川　　十川雄飛
▼長　島　　丹羽和也、丹羽　望
▼古丹別　　伊藤愛美、猪股祥子、嘉野美樹、

鈴木大輝、田渕　忍、千葉　聡、野村昌博、
檜森寛貴、村田沙織、渡邊教人

▼九　重　　杉野美希、松原匡都

「太極拳」教室開催！

年賀状をパソコンでつくってみませんか？
○オリジナルの年賀状を作成
○写真を加工しての作成
○普通の写真をパソコンに取り込んでの作成
○デジカメを利用しての作成
○テンプレートからの簡単作成
○ワープロソフトでの作成

日時及び場所　
１１月２７日（木）２８日（金） 計２回
午後７時から午後８時３０分まで
苫前小学校（コンピューター室）

○ゆっくりと気持ち良く健康づくりをしませんか？
目には見えない命のエネルギーと言われている「気」
と「血液」の流れを整えることにより、疾病を予防する
ことができます。

○太極拳とは・・・
８つの単純な動作を組み合わせるだけで、誰にでも、
簡単にできる体操です。特に、中高年の健康づくりに最
適！皆さんも気軽に参加してみませんか？

○日時及び場所

１１月２６日（水）１４:００～１５:３０
ス ポ ー ツ センター

１１月２７日（木）１０:００～１１:３０
福祉センター（大ホール）

対　象：興味のある方ならどなたでも参加できます。

講　師：北海道武術太極拳連盟理事　菊地　榮子　氏

参加料：無料

とままえ
パソコン

塾
とままえ

パソコン
塾
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

大
切
な
医
療
費
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

増
え
続
け
る
医
療
費

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

近
年
に
お
け
る
医
療
費
は
、
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
高
齢
化

と
と
も
に
、
成
人
病
な
ど
の
長
期
治

療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
の
増
加
や
医

療
技
術
の
高
度
化
が
主
要
因
と
な
り
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
に
お
い
て
も
、
国
保
加
入

者
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
医
療
費
の

額
が
、
平
成
十
四
年
度
で
は
約
四
十

三
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
増
加
す
る

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
ほ
か
国
保

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
、
大
半
を
補
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
負
担

増
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
苫
前
町
の
場
合
、
同
じ
病
気

で
複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
『
重
複

受
診
者
』
が
全
加
入
者
の
三．

六
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
（
全
道
平
均

は
一．

八
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
、

非
常
に
高
い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
無
駄
使
い

を
な
く
す
た
め
に
も
「
か
か
り
つ
け

医
」を
も
ち
、定
期
的
な
健
康
診
断
の

受
診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
つ
と
め
る
な
ど
、
医
療
費

の
有
効
活
用
に
心
が
け
、
今
後
と
も

医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国保の保険税は、加入者皆さんの

医療費の給付などの費用に充当され、

国などからの負担金とともに国保の

貴重な財源として、全体の約４割を

占めています。皆さんが医療費の一

部を負担するだけで医療費が受けら

れるのも、国保の健全な運営が確保

されているからです。

しかし、医療費の増崇（ぞうすう）

や保険税の未納によって、国保財政

は非常に不安定な状況となっていま

す。

国保財政が健全に運営され、皆さ

んが安心して医療を受けられるよう

保険税の納付推進にご協力ください。

問い合わせ先
苫前町役場町民課しあわせ係
TEL ４－２２１１（内線273）

所得控除について Ｑ　介護保険料や利用料は、確定申告の際に所得控除

されると聞きましたが、それはどんなことですか？

Ａ　確定申告の際に控除される内容は医療費控除及
び社会保険料控除があります。

（１）医療費控除
介護保険制度で提供されるサービスのうち医療費

控除対象となるものは、次のとおりです。
①　指定介護老人福祉施設（特老）サービス費（介
護費及び食費）に係る自己負担額として支払っ
た額の２分の１が対象となります。なお、制度
以前より利用されていた方は対象外となります。
介護老人保健施設、指定介護療養型医療施設

の施設サービス費は従来より医療費控除の対象
となります。
②　居宅サービス計画に基づき、医療系サービス
（訪問看護等）と合わせて利用する訪問介護、通
所介護、短期入所生活介護等に係る自己負担額
が対象となります。また、医療系サービスは従
来どおり医療費控除の対象です。

③　おむつ代については、在宅の方は医師の証明
（おむつ使用証明書若しくは、要介護認定に係る
寝たきり及び失禁について確認できる主治医意見
書）が必要になります。

（２）社会保険料控除
介護保険料は、社会保険料控除の対象となります。

なお、医療費控
除に関しては必ず
領収書が必要とな
りますので大切に
保管してください。
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●頭
こどもが頭痛を訴えた場合、ご両親が一番心配に思
うのは、脳腫瘍や髄膜炎・脳炎であったりします。
しかし、脳腫瘍の場合、頭痛から始まったりせず、
その前に歩行困難になったり、言葉が出にくく、物が
二重に見えたりします。
また、髄膜炎・脳炎の場合は、発熱、頭痛に加えて
繰り返す嘔吐、首の痛みが伴います。
こどもたちの頭痛の原因で一番多いものは「かぜ」
です。かぜのウイルスがしずまると頭痛も消えていき
ます。
意外に思うかもしれませんが、こどもでも大人のよ
うな片頭痛や緊張からくる頭痛を起こすことがありま
す。この場合は大人と同様に、静かなところで休ませ
ます。また、周囲の環境からくる緊張を軽くしてあげ
たりすることも有効と考えられます。

●おなか（１）
強い腹痛を起こした場合、まず心配するのは「盲腸

（虫垂炎）」ではないでしょうか。もちろん、これは大
変危険な病気で、その可能性を疑うことは大切なこと
です。しかし、むやみに心配しないために、虫垂炎の
一般的な症状は知っておくべきでしょう。
虫垂炎の痛みは、始めから『右下』にあるわけでは
なく、「おへそのあたりが痛い」など別なところを痛が
りますが、時間が経過するとともに『右下』に集中し
てくることが特徴です。
また、強烈な痛みが持続的に続きます。胃腸炎のよ
うな下痢症状は通常ありません。なおも疑わしい場合
には、病院と連絡をとりつつ症状の経過を見守ること
が大切です。

北海道立羽幌病院

子どもの症状の見分け方やその対処 こどもの痛み（あるいは泣く）（2）

解
を
深
め
、
そ
の
活
動
の
振
興
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
栄
養
及
び
食
生
活

改
善
の
効
果
を
高
め
、
町
民
の
健
康

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
に

設
立
。
発
足
当
時
（
別
段
麗
子
会
長
）

は
、
料
理
の
知
恵
を
交
換
し
合
っ
た

り
、
成
人
病
を
減
ら
す
工
夫
を
み
ん

な
で
考
え
、
減
塩
・
少
砂
糖
や
添
加

物
・
農
薬
汚
染
問
題
な
ど
に
目
を
向

け
、「
母
と
子
の
料
理
教
室
」
や
「
減

塩
味
噌
作
り
」
な
ど
地
域
へ
そ
の
輪

を
広
げ
て
い
き
、「
ポ
テ
ト
の
会
」
や

「
パ
ン
プ
キ
ン
の
会
」、「
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
の
会
」
の
三
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

現
在
は
、「
ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室
」

や
「
お
父
さ
ん
の
手
料
理
」、「
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
」、「
高
齢
者

と
の
昼
食
会
」
の
開
催
や
「
ラ
ッ
コ

ク
ラ
ブ
」
や
「
女
性
学
級
」、「
骨
骨

ヘ
ル
シ
ー
教
室
」
な
ど
妊
婦
・
乳
幼

児
を
対
象
と
し
た
町
主
催
事
業
に
も

積
極
的
に
協
力
し
て
お
り
、
最
近
は
、

三
十
〜
四
十
代
の
会
員
が
増
え
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

苫
前
町
食
生
活
改
善
協
議
会
（
大

川
道
子
会
長
、
会
員
五
十
二
名
）
が

食
生
活
改
善
優
良
団
体
と
し
て
平
成

十
五
年
度
北
海
道
知
事
表
彰
を
受
賞

し
、
九
月
十
九
日
留
萌
保
健
所
に
お

い
て
伝
達
さ
れ
た
。
留
萌
管
内
に
は

食
生
活
改
善
協
議
会
が
四
団
体
あ
る

中
で
、
昭
和
六
十
三
年
に
当
協
議
会

設
立
以
来
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
、
初
の
栄
誉
あ
る

受
賞
と
な
っ
た
。

同
会
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
始

ま
っ
た
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講

座
に
よ
り
各
地
区
に
推
進
員
が
養
成

さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
に
「
食
生
活

改
善
を
進
め
る
者
の
相
互
連
絡
と
理

大
川
会
長
は
「
設
立
か
ら
十
六
年

が
経
過
し
、
入
れ
替
わ
っ
た
会
員
も

お
り
ま
す
が
、
今
回
の
受
賞
は
長
年

の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

改
め
て
会
員
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」と
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
た
。

食
生
活
は
、
毎
日
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
身
近
な
健
康
づ
く
り
で
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん
こ
う
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

訂
正
と
お
詫
び

10
月
号
に
お
い
て
、
健
康
ば
ん

ざ
い
テ
ー
マ
「
乳
が
ん
子
宮
が

ん
の
予
防
に
つ
い
て
」
及
び
保

健
師
名
「
新
田
保
健
師
」
を
間

違
え
て
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

受賞を喜ぶ大川会長
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町
税
の
納
期

11月今
月
は

固
定
資
産
税
（
第
三
期
）

国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期
）

介
護
保
険
料
（
第
四
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～９月分）
２８，１８６，０９６円

平成15年９月分の実績
・供給電力量
１９２，６６０ｋＷｈ
２，４１７，４０１円

（設備利用率１８．７２％）

苫前町の交通事故情報
平成15年９月末現在

発生件数　死者数　負傷者数

９件 ０人　　１５人

交通事故死ゼロ日数は

９月30日現在で500日

マイプランをしっかりと

国 民 年 金

最近、国内において一般市民を巻き込ん
だ、銃砲による凶悪犯罪が多発しています。
また、大麻・覚せい剤といった不正薬物が、
一般家庭の主婦や青少年層にまで広がりを
見せています。
これら社会悪物品は、そのほとんどが海
外から密輸入されていることから、税関で
は水際での摘発を最重要課題として、日夜
徹底した取締りを行っています。
銃砲や不正薬物を根絶するため、どんな
ささいな情報でもけっこうですので税関へ
の通報にご協力ください。

函館税関留萌税関支署
�　０１６４－４２－０４６７

または
密輸ダイヤル（２４時間受付）
フリーダイヤル
０１２０－４６１

シ ロ イ

－９６１
ク ロ イ

11
月
は

「
建
設
雇
用
改
善

推
進
月
間
」で
す

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
、
北
海
道
労
働

局
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
北
海
道

セ
ン
タ
ー
及
び
（
社
）
北
海
道
建
設

業
協
会
の
連
携
の
下
、「
雇
用
を
改
善

未
来
を
建
設
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

建
設
事
業
主
を
は
じ
め
関
係
者
の
理

解
を
深
め
、
雇
用
改
善
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
11
月
を
「
建
設

雇
用
改
善
推
進
月
間
」
と
し
、
啓
蒙

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

一
、
雇
用
管
理
責
任
者
の
選
任

建
設
事
業
主
は
、
建
設
事
業
を
行

う
事
業
場
ご
と
に
雇
用
管
理
責
任
者

を
選
任
し
、
建
設
労
働
者
の
雇
用
管

理
を
さ
せ
る
。

二
、
雇
用
の
関
す
る
文
書
の
交
付

建
設
事
業
主
は
建
設
労
働
者
を
雇

い
入
れ
た
と
き
は
、
労
働
者
に
対
し

て
労
働
条
件
を
明
示
し
た
文
書
を
交

付
す
る
。

三
、
下
請
け
に
関
す
る
書
類
の
備
付

け
及
び
援
助

元
請
事
業
主
は
、
下
請
に
つ
い
て

の
雇
用
管
理
に
関
す
る
書
類
を
事
業

場
ご
と
に
備
え
る
。
ま
た
、
元
請
は

下
請
が
適
正
に
雇
用
管
理
を
行
う
よ

う
助
言
指
導
、
援
助
を
行
う
。

四
、
有
給
休
暇
の
付
与
（
労
働
基
準

法
）

留
萌
公
共
職
業
安
定
所

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民

年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
間
、

又
は
過
去
に
国
民
年
金
の
被

保
険
者
で
あ
っ
た
方
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
前
、
か
つ
、

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
間

に
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ

り
障
害
の
状
態
と
な
っ
た
場

合
に
次
の
三
つ
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
障
害
の
原
因
に
な
っ
た

病
気
や
ケ
ガ
が
、
医
師
又
は

歯
科
医
師
の
初
診
を
受
け
た

日
（
初
診
日
）
に
国
民
年
金

の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
、

又
は
初
診
日
に
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方
で
引
続
き
日
本
国

内
に
在
住
し
、
六
十
歳
以
上

年
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
障
害
基
礎
年
金
そ
の
一
）

六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
、
初
診
日
か
ら
一
年
六
ヶ

月
を
経
過
し
た
日
（
そ
の
期

間
に
障
害
が
治
っ
た
場
合
は

そ
の
治
っ
た
日
）
の
障
害
の

程
度
が
国
民
年
金
法
で
定
め

る
一
級
又
は
二
級
で
あ
る
こ

と
。

三
、
初
診
日
の
前
々
月
ま
で

に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
期
間

の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
を

合
わ
せ
た
期
間
が
三
分
の
二

以
上
あ
る
こ
と
。

〈
注
〉
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
支
給
を
受
け
て
い
る
人

は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て

い
て
も
障
害
基
礎
年
金
は
支

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
の

申
請
・
支
給
方
法
に
つ
い
て

は
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課

住
民
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
認
定
日
の
障

害
の
程
度
が
一
級
又
は
二
級

に
該
当
し
な
か
っ
た
方
で
も

六
十
五
歳
ま
で
に
障
害
が
重

く
な
っ
た
り
、
二
級
以
上
の

障
害
認
定
に
該
当
す
る
方
は
、

前
記
三
要
件
を
満
た
し
て
い

れ
ば
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Information
お 知 ら せ
Information
お 知 ら せ

連絡先
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戸
籍
の
小
箱

安
田
　
颯
汰

そ
う
た

友
男
／
早
苗
９
月
11
日
苫
　
前

河
野
　
秋
仁

あ
き
ひ
と

仁
　
／
朝
美
９
月
27
日
苫
　
前

白
幡
　
拓
実

た
く
み

一
義
／
美
樹
９
月
30
日
苫
　
前

佐
々
木
　
栞

か
ん
な

敦
　
／
真
弓
10
月
２
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

二男長男長男二女

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

澤
村
岩
太
郎
（
83
歳
）
９
月
26
日

苫
　
前

田
渕
　
昌
義
（
66
歳
）
10
月
４
日

古
丹
別

宇
草
　
文
夫
（
65
歳
）
10
月
５
日

古
丹
別

前
田
　
ト
セ
（
100
歳
）
10
月
９
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

早
　
川
　
　
　
尚
（
古
丹
別
）
吉
　
田
　
弘
　
江
（
古
丹
別
）

村
　
井
　
浩
　
基
（
苫
　
前
）
木
　
村
　
絵
　
理
（
力
　
昼
）

白
　
幡
　
一
　
彦
（
苫
　
前
）
松
　
村
　
初
　
美
（
上
　
平
）

出
　
野
　
浩
　
司
（

旭
　
）
古
　
谷
　
真
由
美
（
苫
　
前
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

苫
前
町
へ
寄
付

○
遠
別
町
　
浅
　
井
　
雄
　
一
　
様

○
苫
前
町
　
小
　
田
　
ス
　
イ
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
羽
幌
町
　
羽
幌
藤
幼
稚
園
　
　
様

○
苫
前
町
　
藤
　
田
　
哲
　
也
　
様

○
苫
前
町
　
小
　
田
　
ス
　
イ
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
前
　
田
　
金
　
一
　
様

各
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
力
昼
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
力
　
昼
　
白
　
畑
　
ト
シ
ヱ
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

平成15年度自衛隊生徒募集

●応募資格：中卒（見込含）の１５歳以
上１７歳未満の男子

●締め切り：平成１６年１月６日（火）
●試験期日：平成１６年１月１０日（土）

（一次試験）
●試験種目：筆記試験（国、数、社、理、

英、作文）（一次試験）
●待　　遇
○給与：１５３，１００円（１年目）
○手当：期末勤勉手当年２回

（年間４．６５ヶ月分）
○生徒教育３年終了時に高等学校卒業
資格取得

●問い合わせ先
○苫前町役場　総務課：４－２２１１
○自衛隊旭川地方連絡部留萌募集事務
所：０１６４－４２－４６５０

◎平成５年４月１日から平成１５年３月３１日までの間に夫が死
亡したことにより、平成１５年４月１日において公務扶助料や
遺族年金等を受ける権利を有している妻の方に、新たに特別給
付金が支給されます。
◎平成８年に最終償還を終えた戦傷病者妻特別給付金を受けてい
た方で、夫である戦傷病者が平成５年４月１日から平成８年９
月３０日までの間に死亡したことにより、平成１５年１０月１
日において公務扶助料や遺族年金等を受ける権利を有している
妻の方に、新たに特別給付金が支給されます。
◎平成５年４月１日から平成１５年３月３１日までの間に子又は
孫が死亡したことにより、平成１５年４月１日において公務扶
助料や遺族年金等を受ける権利又は資格を有し、かつ、平成１
５年９月３０日までの間に氏を同じくする子も孫も有するに至
らなかった父母等の方に、新たに特別給付金が支給されます。
◎請求期限は、平成１８年１０月２日までです。
◎請求手続き及び内容の詳細は、役場町民課住民係までお問い合
わせください。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
・
雇

止
め
、
配
置
転
換
、
賃
金
の
引
下
げ
、

退
職
勧
奨
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
い
じ
め
等
）
お
困
り
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
。

次
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、
労
働
者

の
方
、
事
業
主
の
方
か
ら
の
相
談
や

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
事
案

に
よ
っ
て
は
、
紛
争
当
事
者
の
間
に

紛
争
調
整
委
員
（
弁
護
士
等
）
が
入

り
、
双
方
の
主
張
を
確

か
め
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
あ
っ
せ
ん
案
を
提

示
し
、
当
事
者
間
の
調
整
を
行
い
ま

す
。（
費
用
無
料
）

☆
相
談
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

☆
相
談
コ
ー
ナ
ー

北
海
道
労
働
局
札
幌
総
合
労
働
　
　
　
　

相
談
コ
ー
ナ
ー

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
三
丁
目

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
３
・
３
ビ
ル
４
Ｆ
　

�
〇
一
一
‐
二
二
三
‐
八
七
一
二

�
〇
一
一
‐
二
二
三
‐
八
七
一
三

12
月
10
日
は
国
連
総
会
で
「
世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
、

記
念
と
し
て
「
人
権
デ
ー
」
が
定
め

ら
れ
、
そ
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
し
て
広
く
国
民
に
人
権
思
想
の
高

揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
「
社
会
に
お
い
て
幸
福

な
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
固
有

の
権
利
」
で
あ
り
、
全
て
の
国
民
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

『
第
55
回
人
権
週
間
』

12
月
４
日
〜
10
日

の
権
利
を
「
か
っ
て
」
や
「
き
ま
ま
」

と
履
き
違
え
、
他
人
の
こ
と
は
考
え

ず
自
分
の
権
利
だ
け
を
主
張
す
る
人

が
お
り
、
他
人
の
権
利
が
侵
さ
れ
る

事
件
が
お
き
て
い
ま
す
。
基
本
的
な

人
権
を
尊
重
し
あ
い
、
自
分
た
ち
の

力
で
大
切
に
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

家
庭
内
の
問
題
（
離
婚
、
相
続
等
）

や
子
ど
も
の
問
題
（
い
じ
め
、
体
罰

等
）、
他
人
と
の
も
め
ご
と
（
売
買
、

境
界
、
騒
音
等
）、偏
見
や
差
別
な
ど

日
頃
お
困
り
・
お
悩
み
の
方
は
、
こ

の
「
人
権
週
間
」
に
併
せ
ま
し
て
、

「
特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
」を
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
12
月
11
日
午
前
10
時
〜
12
時

苫
前
町
公
民
館
（
古
丹
別
）

◆
12
月
12
日
午
前
10
時
〜
12
時

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
苫
前
）

詳
し
く
は
町
民
課
住
民
係
ま
で

相談日　11月20日
時　間　9:30～16:30
対応者　人権擁護委員

及び弁護士
�（0166）53－7900
（0166）53－7905
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▽
苫
前
町
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
『
ゆ

う
ゆ
う
ち
ゃ
ん
』

が
古
丹
別
商
業

部
会
に
よ
り
更

新
さ
れ
、
町
内

25
箇
所
の
事
業

所
及
び
小
中
学

校
へ
贈
呈
さ
れ

た
。
▽
と
て
も

か
わ
い
い
熊
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
▽

本
町
で
は
九
月
末
日
で
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
五
百
日
を
達
成
し
、
現
在
も
継

続
し
て
い
る
。
▽
北
海
道
で
は
十
一

年
連
続
ワ
ー
ス
ト
一
位
を
返
上
す
べ

く
交
通
事
故
防
止
強
化
を
図
り
、
十

月
三
十
日
現
在
で
三
百
十
名
と
昨
年

よ
り
七
十
七
名
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
二
位
の
千
葉
県
と
は
十
四
名
差
。

▽
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
で
是
非
、
汚

名
返
上
し
た
い
も
の
で
す
。

編
集
雑
記
帳

人 の う ご き

◎人口／４，３３２人　（－１４）
男／２，０４７人　（－　８）
女／２，２８５人　（－　６）

◎世帯／１，７８８世帯（－　４）

９月３０日現在（ ）内前月比

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育

所
（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の

園
児
や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月
号
の
予
定
は
苫
前
小
学
校

の
児
童
の
み
な
さ
ん
で
す
。

苫前商業高校の生徒の作品

はんこを作り始
めるとすごく楽し
く、自分的にはす
ごくいい作品がで
きたと思います。

３年

大森　　翔くん

大変だったとこ
ろは、深く彫ると
ころです。安奈が
手伝ってくれたの
で早く終わること
ができました。

３年

合田　りかさん

彫るのも楽しい
し、完成したとき
はけっこううれし
かったです。こう
いうコツコツやる
の又やりたいです。

３年

條野　恵里さん

「夢」の草冠がいま
いち上手にできず、
「大」も細くなって
しまいました。

３年

加藤　大夢くん

きれいに写るよ
うに深く彫ったこ
とや字の曲がる部
分とか大変だった。
うまく写ったと思
います。

３年

山田　安奈さん

石を彫るのがド
キドキして逆にう
まくいった。自慢
は角が丸くなって
いるところ。

３年

久保　優介くん

彫っているとき
に彫らなくてもよ
いところを削って
しまい失敗しまし
た。

３年

佐々木香紀さん

線がたくさん並
んでいるのが難し
かったです。全体
的に見ると味が出
ていて、よくでき
ていると思います。

３年

佐武　麻衣さん


